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1 はじめに 

沖縄県では昭和 47 年（1972 年）の日本復帰・県政発足とともに沖縄振興計画に基づく各種

の社会資本整備をはじめとする開発が急速に進み、環境の急激な変化は自然破壊や公害、赤土

等流出などの環境問題をもたらした結果、海域環境に大きなダメージを与えた。 

県は、このような赤土問題の解決のため平成 6年（1994年）に「沖縄県赤土等流出防止条例」

を制定し、また全県的に海域に環境保全目標を、陸域に赤土等流出削減目標量を設定した、「沖

縄県赤土等流出防止対策基本計画」(以下、「基本計画」という。)を平成 25 年(2013 年)9 月

に策定した。 

基本計画の対象期間は、「沖縄 21 世紀ビジョン基本計画」及び「沖縄 21 世紀ビジョン実施

計画」に基づき初年度を平成 25 年度(2013 年度)とし、平成 33 年度(2021 年度)を目標年度と

している。また、基本計画中期の平成 28 年度(2016 年度)と基本計画後期の平成 33 年度(2021

年度)に定期評価を実施することとしている。 

今回の中間評価は、平成 24 年度(2012 年度)から平成 28 年度(2016 年度)までの赤土等流出

防止海域モニタリング事業の陸域調査や海域調査の結果から環境保全目標の達成状況を評価

するものである。 
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 適切な中間評価を実施するため、県内外の有識者からなる委員により評価案の検討を行った。

検討会の開催状況については以下のとおりである。 

 

第 1回中間評価検討会 

開催日：平成 30年 3月 22日（木） 

所 属 職 名 氏 名 

琉球大学 

農学部 地域農業工学科 
教 授 酒井 一人 

琉球大学 名誉教授 土屋 誠 

東京工業大学 

環境・社会理工学院 融合理工学系 
教 授 灘岡 和夫 

国立環境研究所 

生物・生態系環境研究センター 
センター長 山野 博哉 

合計 ４名 

※五十音順    

第２回中間評価検討会 

平成 30年 8月 20日（月） 

所 属 職 名 氏 名 

琉球大学 

農学部 地域農業工学科 
教 授 酒井 一人 

琉球大学 名誉教授 土屋 誠 

沖縄県衛生環境研究所 所 長 仲宗根 一哉 

東京工業大学 

環境・社会理工学院 融合理工学系 
教 授 灘岡 和夫 

国立環境研究所 

生物・生態系環境研究センター 
センター長 山野 博哉 

合計 ５名 

※五十音順    
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2 環境保全目標について 

＜環境保全目標＞ 

環境保全目標とは、海域に設定する目標であり、対象海域ごとに赤土等の堆積の指標である

SPSS（海域底質中の懸濁物質含量）※で区分した類型を当てはめている。また、環境保全目標

は、後述の流出削減目標量と一体に設定するものである。環境保全目標の詳細については、基

本計画「3.2環境保全目標」に示す。 

※ SPSSの詳細については「4.1 堆積指標（SPSS）を用いた評価」を参照。 

 

＜流出削減目標量＞ 

流出削減目標量とは、陸域（流域）に設定する目標であり、環境保全目標を達成するために

必要な陸域（流域）から海域に流入する赤土等の流出削減量を指標としている。また、流出削

減目標量は、環境保全目標と一体に設定するものである。流出削減目標量の詳細については、

基本計画「3.6流出削減目標量」に示す。 
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3 陸域対策状況 

3.1 農地における赤土等流出防止対策の実施状況 

 

 県内各地の農地ではこれまでに様々な赤土等流出防止対策（土木的対策および営農的対策）

が実施されてきた。平成 24年度から平成 28年度までの 5年間に実施された赤土等流出防止対

策の状況を表 3.1-1に示す。 

表 3.1-1 市町村ごとの赤土等流出防止対策実施状況（平成 24年度～28年度） 

 

集計値は、沖縄県事業として実施された対策・活動を集計したものであり、個人、NPO 法人

および各市町村等が独自に実施したものは含まない。 

※1 土木的対策には、沈砂池の設置(写真 3-1) 、勾配修正(写真 3-2)や畦畔工等が含まれる。 

※2 営農的対策には、マルチング(写真3-3)やグリーンベルト(写真3-4)、葉ガラ梱包(写真3-5)、

緑肥(写真 3-6)、さとうきび株出し栽培の促進等が含まれる。 

※3 維持管理とは、排水路や沈砂池の適正管理（泥上げ等）やグリーンベルトの管理等である。

これらの活動は対策面積として集計できないため、のべ活動団体数を集計した。 

※4 内閣府沖縄総合事務局「沖縄農林水産統計年報」より引用。  

市町村名 土木的対策※1

（ha)
営農的対策※2

（ha)
維持管理※3

（のべ活動団体数)
農地面積※4

（ha)

国頭村 2 616
大宜味村 202.6 2 281
東村 22.2 68.2 422
今帰仁村 2 854
本部町 10.6 2 582
名護市 2.0 1,470
恩納村 27.2 1.0 2 333
宜野座村 62.3 83.8 2 472
金武町 5 222
伊江村 4 1,090
伊平屋村 2 219
伊是名村 135.3 22.4 486
うるま市 31.4 20.1 4 1,030
読谷村 2 775
豊見城市 4 292
糸満市 20.9 76.5 2 1,570
南城市 10 1,360
八重瀬町 29.7 0.4 6 979
久米島町 2.8 114.5 23 1,710
南大東村 8 1,830
宮古島市 43.7 8.9 20 10,700
多良間村 2 983
石垣市 795.8 315.5 5 5,020
竹富町 1.9 1,980
総計 1,171.3 928.4 109 35,276
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参考資料：代表的な赤土等流出防止対策例 

 

写真 3-1 沈砂池

 

排水路の中間または末端に設置し、排水路を

通じて濁水を導き、土壌粒子を沈殿させてから

河川等へ排水する。 

 

写真 3-3 マルチング 

 

すすきの枯れ草などで表土を覆い、土壌の侵

食防止により赤土等の発生源対策となる。 

 

 

写真 3-5 葉ガラ梱包 

 

葉ガラ梱包（サトウキビの葉をブロック状に

束ねたもの）をほ場の周りに配置し、赤土等の

流出を防止する。 

 

 

写真 3-2 勾配修正 

 

ほ場を緩い勾配に修正することによって、表

流水の流速を低下させ、土壌の流出を低減する。 

 

 

写真 3-4 グリーンベルト 

 

ほ場の周りにベチバーなどの植物を植え、赤

土等の流出を防止する。 

 

 

写真 3-6 緑肥

 

休耕期に肥料となる植物を植え、ほ場の裸地化

を防止する。 
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3.2 陸域における赤土等の流出状況 

 

 平成 23 年度から平成 28 年度にかけて、県内における各地目からの赤土等年間流出量は

27,400 トン（H23 年度比 9.2％）減少した。この推計結果を表 3.2-1 に示し、図 3.2-1 に平成

23年度及び平成 28年度の流出源別赤土等年間流出量（推計値）、図 3.2-2に平成 28年度の流

出源別流出割合をそれぞれ示す。また、表 3.2-2に各重点監視地域、表 3.2-3各監視地域にお

ける平成 28年度の流出源別赤土等年間流出量を示す。 

 

表 3.2-1 県内における各地目からの赤土等年間流出量（推計値） 

 
※年間流出量の各値は 100の単位で四捨五入したもの。  

H23 H28 H23 H28

 既存地目 204,700 208,970 262,300 233,800

森 林 90,800 93,530 3,900 4,000

草 地 等 6,600 6,470 500 500

農 地 （ 耕 地 ） 38,200 37,820 255,100 226,400

宅 地 15,200 15,900 600 700

道 路 11,000 11,600 500 500

水面･河川･ 水路 2,700 3,400 0 0

そ の 他 40,200 40,250 1,700 1,700

 米軍基地 21,792 18,820 11,300 9,600

裸 地 23 20 8,000 6,800

そ の 他 21,769 18,800 3,300 2,800

 開発事業 1,197 1,233 24,700 27,500

  公共事業 1,021 911 21,200 20,400

土 地 改 良 387 309 3,900 5,700

区 画 整 理 25 50 500 2,900

施 設 用 地 造 成 324 137 10,800 2,700

公 園 造 成 10 0 200 0

河 川 事 業 24 8 300 200

道 路 改 良 113 95 3,300 2,700

公 共 そ の 他 138 311 2,200 6,200

  民間事業 176 322 3,500 7,100

リ ゾ ー ト 関 連 19 66 200 1,600

民 間 そ の 他 157 256 3,300 5,500

 合　　　　　計 227,689 229,023 298,300 270,900

 区　　　　分

面　積 年 間 流 出 量

（ha） （t/年）
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図 3.2-1 平成 23年度及び平成 28年度の赤土等年間流出量（推計値） 

破線は流出削減目標量を示す。 

 

 

 

図 3.2-2 平成 28年度の流出源別赤土等流出割合 
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3.3 流出源別赤土等年間流出量の変化の要因 

 

(1) 農地 

 平成 23年度と平成 28年度の農地からの年間流出量を比較すると、28,700 t減少していると

推定された。この要因として「流出防止対策による効果」と「耕作農地面積の減少」の 2つに

分けられる。 

① 流出防止対策による効果 

土木的対策及び営農的対策により、18,000 tの削減効果が推計された。 

② 耕作農地面積の減少 

平成 23 年度と平成 28 年度の農地面積を比較すると、農地転用※と考えられる 400ha 程度の

農地減少及び耕作放棄地の 2,100 ha 程度の増加（統計資料による推計値）が認められた。こ

れら耕作農地面積の減少により 10,700 t減少していると推計された。 

 ※農地を農地以外の目的（地目）に転用したことであり、耕作放棄地はこれに該当しない。 

 

 

(2) 開発事業 

平成 23 年度と平成 28 年度の開発事業からの年間流出量を比較すると、2,800 t 増加してい

ると推定された。 

 平成 23年度及び平成 28年度の開発事業の件数及び事業面積は表 3.3-1のとおりである。平

成 23年度と平成 28年度の赤土条例に係る届出・通知内容を比較したところ、届出・通知件数

および事業面積の増加が確認できた。そのことが流出量増加の要因になっていると考えられた。 

 

表 3.3-1 赤土条例に係る開発事業の届出・通知件数および事業面積の比較 

 届出・通知件数 事業面積 

平成 23年度 1,162件 1,197 ha 

平成 28年度 1,304件 1,233 ha 

 

 

(3) 米軍基地 

平成 23 年度と平成 28 年度の米軍基地からの年間流出量を比較すると、1,700 t 減少してい

ると推定された。 

 平成 23年度と平成 28年度の米軍基地内の裸地面積を比較すると 3 ha程度の減少（23 ha → 

20 ha）していることが推計された。この裸地面積の減少が流出量減少の大きな要因であると

考えられる（1,200 t の削減）。また米軍基地返還に伴う面積減少による流出量減少もうかが

えた（500 tの減少）。 
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4 環境保全目標の達成状況 

4.1 堆積指標（SPSS）を用いた評価 

（1）重点監視海域 

 

ア 評価方法 

基本計画では、目標として「環境保全目標」が定められているが、環境保全目標の指標とな

る SPSSについては年ごとに気象や海象の影響を大きく受ける。気象や海象の影響を小さくす

るため、基本計画中期の平成 28年度から過去 3年間（平成 26年度から平成 28年度まで）の

モニタリング結果の中から SPSS最大値を抽出し、その SPSS最大値が分類される SPSSランク

（以下、「H28現況 SPSSランク」という。）により評価することとした。 

「環境保全目標」達成に向けた進捗状況については、基本計画で基準年とした平成 23年度

の SPSSランク（以下、「H23SPSSランク」という。）及び H28現況 SPSSランクを比較するこ

とで評価を行った。 

 

 

  

上限 ランク 下限

1 ＜0.4
定量限界以下。きわめてきれい。
白砂がひろがり生物活動はあまり見られない。

0.4≦ 2 ＜1
水中で砂をかき混ぜても懸濁物質の舞い上がりを確認しにくい。
白砂がひろがり生物活動はあまり見られない。

1≦ 3 ＜5
水中で砂をかき混ぜると懸濁物質の舞い上がりが確認できる。
生き生きとしたサンゴ礁生態系が見られる。

5≦ 4 ＜10
見た目ではわからないが、水中で砂をかき混ぜると懸濁物質で海が濁る。
生き生きとしたサンゴ礁生態系が見られる。透明度良好。

10≦ 5a ＜30
注意して見ると底質表層に懸濁物質の存在がわかる。
生き生きとしたサンゴ礁生態系のＳＰＳＳ上限ランク。

30≦ 5b ＜50
底質表層にホコリ状の懸濁物質がかぶさる。
透明度が悪くなりサンゴ被度に悪影響が出始める。

50≦ 6 ＜200
一見して赤土等の堆積がわかる。底質撹拌で赤土等が色濃く懸濁。
ランク６以上は、明らかに人為的な赤土等の流出による汚染があると判断。

200≦ 7 ＜400
干潟では靴底の模様がくっきり。赤土等の堆積が著しいがまだ砂を確認できる。
樹枝状ミドリイシ類の大きな群体は見られず、塊状サンゴの出現割合増加。

400≦ 8
立つと足がめり込む。見た目は泥そのもので砂を確認できない。
赤土汚染耐性のある塊状サンゴが砂漠のサボテンのように点在。

底質状況、その他参考事項
SPSS　kg/m3

図 4.1-1 SPSS、SPSSランクと対応する底質状況およびその他参考事項 

1 2 3 4 5a 5b 6 7 8 

0.4 1 5 10 30 50 200 400 kg/m
3
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図 4.1-2 SPSSランクと対応する底質状況 

本部町（1985）【波打ち際】

10 

※大宜味村（2012） 

※恩納村（2012）

50 

※名護市（2012） 

※糸満市（2012） ※石垣市（2012）

kg/m
3
 

※宜野座村（2012） 石垣市（2011） 

※うるま市（2012） 

※が付されている画像は、「平成23年度 海域における

赤土堆積状況等定点観測調査」（沖縄県環境保全課）

より引用 

ランク 7 

200～ 

400 kg/m
3
 

ランク 1 

< 0.4  

kg/m3 

 
ランク 5a 

10～30  

kg/m
3
 

 

 

ランク 6 

50～200 

kg/m
3
 

 

 ランク 8 

≧ 400  

kg/m
3
7 

 

5a 

ランク 3 

1～5 

 kg/m
3
 

 ランク 2 

0.4～1 

kg/m
3
8 

 

 ランク 4 

5～10  

kg/m
3
 

ランク 5b 

30～50  

kg/m
3
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イ 評価基準 

 「環境保全目標」達成に向けた進捗状況について、SPSSランクの比較から「良好」、「改善」、

「維持」および「悪化」の 4段階による評価を行った。その評価基準を表 4.1-1に示す。 

 

表 4.1-1 重点監視海域における評価基準 

評価結果 評価基準 

良好 H28現況 SPSSランクが、環境保全目標の堆積指標に達している。 

改善 
H28現況 SPSSランクは、環境保全目標の堆積指標に達していないが、 

H23SPSSランクより上位のランクとなっている。 

維持 H28現況 SPSSランクが、H23SPSSランクを維持した状況になっている。 

悪化 H28現況 SPSSランクが、H23SPSSランクより下位のランクとなっている。 

※H28現況 SPSSランクは平成 26年度から平成 28年度の 3年間における SPSS最高ランク 

を用いた。 
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ウ 評価結果 

 重点監視海域における評価結果(環境保全目標の達成状況）を図 4.1-3及び図 4.1-4に示す。 

重点監視海域 22海域のうち、良好は 2海域、改善が 6海域、維持が 13海域、悪化が 1海域で

あった。 

 

  

久米島

12本部半島西海域

9今帰仁北東海域

34平良湾北

35有銘湾北

40宜野座南東海域

18屋嘉田潟原

42宮城島北東海域

50久米島北東海域

51久米島南西海域

49大度・米須地先海域

沖縄島

図 4.1-3 重点監視海域の評価結果(1) 
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72西表島北海域

74小浜島周辺海域

73西表島東海域

西表島

59平久保地先海域

60伊原間湾

61野底﨑南海域

63川平湾

64崎枝湾

65名蔵湾

70宮良湾

69石垣東南海域

62浦底湾

石垣島

図 4.1-4 重点監視海域の評価結果(2) 
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（2）監視海域 

 

ア 評価方法 

 重点監視海域と同様に「環境保全目標」の達成状況について、基本計画で基準年とした平成

23年度の SPSS（以下、「H23SPSS」という。）及び基本計画中期（平成 28年度）の SPSS（以

下、「H28SPSS」という。）を比較することにより評価を行う。 

しかしながら、監視海域における SPSS調査は重点監視海域の毎年調査とは異なり、計画中

期の平成 28年度にのみ調査が実施されている。そのため、単に H23SPSSと H28SPSSを比較す

るだけでは、その変化（増減）が陸域の流出防止対策効果によるものか、気象や海象によるも

のなのか判断が難しい。よってここでは、サンゴ礁地形（リーフの発達度合やクチの有無）や

開口方向（海岸線の向き）などの特徴を基に海域をタイプ分けし、それぞれのタイプに応じた

SPSS簡易予測モデル式（一般化モデル）を用いて平成 28年度の SPSS推計値を算出し、SPSS

推計値と H28SPSSの比較を行うことで評価を行った。 

 評価の一例を図 4.1-5に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1-5 H28SPSSおよび SPSS簡易予測モデルによる評価の一例 
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実線：推計される SPSS 

破線：誤差範囲 

H28SPSSが、SPSS簡易予測モデルから  

推計される SPSS値の  

「誤差範囲内に収まる」か、  

「上方に位置するか」あるいは  

「下方に位置するか」で評価を行う。 

 

この場合、H28SPSSは誤差範囲内 

（実測値 ＝ 推計値（誤差範囲を含む））となる。 
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イ 評価基準 

「環境保全目標」達成に向けた進捗状況について、SPSS推計値および H28SPSSとの比較から

「良好」、「改善」、「維持」および「悪化」の 4段階による評価を行った。その評価基準を

表 4.1-2に示す。 

 

表 4.1-2監視海域における評価基準 

評価結果 評価基準 

良好 
H28SPSS ≦ 推計値（誤差範囲を含む）かつ 

H23SPSSおよび H28SPSSが 30 kg/m3未満 

改善 H28SPSS ＜ 推計値（誤差範囲を含む） 

維持 H28SPSS ＝ 推計値（誤差範囲を含む） 

悪化 H28SPSS ＞ 推計値（誤差範囲を含む） 

     ※SPSS 30kg/㎥未満は SPSSランク５aに相当 
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ウ 評価結果 

 監視海域における評価結果（環境保全目標の達成状況）を図 4.1-6及び図 4.1-7に示す。 

監視海域 54海域のうち、良好が 8海域、改善が 11海域、維持が 34海域、悪化が 1海域であ

った。 

  

慶良間諸島

久米島

伊平屋島・伊是名島

76 伊平屋島海域

77伊是名島海域

11備瀬﨑西海域

10今帰仁北西海域 7屋我地島東海域

8羽地内海

13本部半島南西海域

14名護湾

15赤瀬海域
17万座海域

19真栄田岬西海域
20長浜川河口前面グチ

21読谷西海域

22比謝川河口前面グチ

23北谷西海域

24牧港湾

26瀬長島南海域

27豊崎・西崎地先海域

28名城地先海域 48玻名城・具志頭地先海域

47雄樋川河口前面グチ

46アージ島南海域

45知念半島東海域

44中城湾

43浜比嘉島周辺海域

41金武湾

39久志～
辺野古地先海域

38大浦湾（名護）北

37安部地先海域

36天仁屋地先海域

33美作地先海域

32安波地先海域

31安田地先海域

30楚洲地先海域

29奥港

1宇嘉地先海域

3赤丸岬南海域

4喜如嘉～大兼久海域

5塩屋湾

6大宜味～
源河海域

78慶良間諸島海域

52島尻湾・久米島東海域

沖縄島

2佐手地先海域

図 4.1-6 監視海域の評価結果(1) 
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宮古島

石垣島

西表島

53大浦湾（宮古島）
54真謝漁港周辺海域

56浦底漁港北西海域

57新城海岸地先海域

58シギラビーチ地先海域

67大野地先海域

68トゥールグチ

66石垣島南西海域

71浦内地先海域

75南風見﨑西海域

55宮原地区
排水路地先海域

図 4.1-7 監視海域の評価結果(2) 
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4.2 生物相による評価 

  

（1）評価方法 

生物生息状況調査結果を用いて、生物相（「主に見られる生物」の出現状況）による海域の

評価を試みた。主に見られる生物は、赤土等以外の環境要因にも影響されるので、必ずしも類

型と対応しない（基本計画、p.22）ことから、ここでの評価は補足的な位置づけとする。 

また「主に見られる生物を中・長期的にモニタリングすることによって、その海域が浄化傾

向にあるか否かを評価することができる」（基本計画、p.23）としていることから、評価とし

て平成 23年度と平成 28年度の「主に見られる生物」の出現状況の比較を行った。 

 

出現状況の調査方法として、各生息場（サンゴ場、海草藻場、干潟）における環境保全目標

（表 4.2-1から表 4.2-3）の AA類型および A類型に記載されている主に見られる生物種（以下、

清浄域種）の出現状況（在/不在）を集計し、その割合を算出した。 

 

 

（2）評価結果 

（ア）重点監視海域 

 重点監視海域における清浄域種の出現割合の変化を図 4.2-1及び図 4.2-2に示す。 

  

（イ）監視海域 

 監視海域における清浄域種の出現割合の変化を図 4.2-3及び図 4.2-4に示す。 

 

平成 23年度と平成 28年度を比較して、確認された清浄域種の割合が増えた場合は、浄化傾

向にあると推測される（例えば、「赤瀬海域」や「石垣東南海域」など）。上述したとおり、

「主に見られる生物は、赤土等以外の環境要因にも影響されるので、必ずしも類型と対応しな

い」ことから、赤土等の影響により生物生息環境が変化したとは断言できないが、何らかの環

境要因により生物生息環境が変化した可能性がある（例えば「安部地先海域」については、赤

土等堆積ランクについては環境保全目標を達成しており良好な状態となっているが、生物生息

状況については清浄域種、汚染域種ともに生息が確認されていない）。 
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堆積指標

SPSS(kg/m3)

サンゴ場AA
1～10未満
(ランク3～4）

底質は、砂をかき混ぜると懸濁物質の舞い上がりが確認できる程
度。
生き生きとしたサンゴ礁生態系が見られ、樹枝状のミドリイシ属や
コモンサンゴ属の群落等がサンゴ場内に発達し、大規模群落を形
成することもある。サンゴ群落内の岩盤には清浄域を好むヒメジャ
コ、サボテングサ等が局所的に生息し、群落横の砂地にはサツマ
ビナ等の貝類が埋在する。また、周辺ではサンゴ類を利用するス
ズメダイ類やベラ類等の魚類が多く見られる他、色とりどりの魚類
が遊泳する。

サンゴ場A
10～30未満
(ランク5a)

底質は注意して見ると懸濁物質の存在がわかる。
生き生きとしたサンゴ礁生態系が見られ、サンゴ類を中心とした良
好な生態系が維持されている。樹枝状サンゴから塊状サンゴまで
多種のサンゴ類が生息し、周辺には清浄域を好むベントス類・海藻
類、およびサンゴ類を利用するスズメダイ類を中心とした魚類が遊
泳する。

サンゴ場B
30～50未満
(ランク5b）

底質の表面にホコリ状の懸濁物質がかぶさる。
透明度が悪くなり、サンゴ被度に影響が出始める。また、樹枝状サ
ンゴの出現割合が減少し、塊状サンゴの出現割合が増加し始め
る。サンゴ類を利用する魚類が減少し始め、カザリハゼ等の砂、砂
泥に住む魚類の出現が増加し始める。

サンゴ場C
50以上
(ランク6～8)

一見して赤土等の堆積がわかる。底質攪拌で赤土等が色濃く懸
濁。明らかに人為的な赤土等の流出による汚染があると判断。
樹枝状サンゴ類の群落はほとんど見られず、塊状のサンゴが大半
を占める。岩盤上にはキクメイシモドキ、ニワトリガキ、ヒメテングサ
等、砂泥上にはカニノテムシロ等が出現し、泥底にはタカノハハゼ
等の泥質依存のハゼ類が出現する。

類型 海域の概観 主に見られる生物

サンゴ類：ミドリイシ属(コユビミドリイシ、サン
カクミドリイシ等)、コモンサンゴ属(エダコモン
サンゴ、ノリコモンサンゴ等)
ベントス類： サツマビナ、スナギンチャク科、
ホンナガウニ、ヒメジャコ、ツマジロナガウニ
海藻草類： サボテングサ、ハイオオギ、ビロ
ウドガラガラ属、アミジグサ属
魚類：スズメダイ科の内、デバスズメダイ、ア
オバスズメダイ、ミツボシクロスズメダイ、ロ
クセンスズメダイ等
サンゴ上に生息する種群、 ノドグロベラ、ア
カオビベラ、スジベラ、 トカラベラ、カノコベラ

サンゴ類：キクメイシモドキ※
ベントス類：ニワトリガキ、 カニノテムシロ、
ケヤリムシ科、ウニシャコ科
海藻草類： ヒメテングサ、 コノハノリ科、 ア
オノリ属、アオサ属
魚類： ハナナガモチノウオ、 カザリハゼ、 ホ
シハゼ、タカノハハゼ、シノビハゼ属

堆積指標

SPSS(kg/m3)

海草藻場Ａ
1～50未満
(ランク3～5ｂ)

透明度は高く清浄な海域だが、海草に捕捉された懸濁物質が藻場
内にとどまることもある。
サンゴ類では、コモンサンゴ属(樹枝状)等が海草とともに群落をな
すことがある。海草藻場内にはクサイロカノコ、コブヒトデ、ハゴロモ
等が局所的に住み、藻場脇の砂地にはタケノコガイ科等が埋在す
る。周辺ではキンセンイシモチ、ミツボシキュウセン等の魚類が遊
泳する。

サンゴ類：コモンサンゴ属(樹枝状)
ベントス類：タケノコガイ科の内、ムシロタケ、
リュウキュウタケ、カニモリタケ等礁池内砂
底に生息する種群、 クサイロカノコ、 コブヒ
トデ
海藻草類： ハゴロモ、イトグサ属
魚類： キンセンイシモチ、 ミツボシキュウセ
ン、 ハラスジベラ

海草藻場Ｂ
50以上
(ランク6～8)

一見して赤土等の堆積がわかり、海草上に浮泥がかぶる。底質攪
拌で赤土等が色濃く懸濁。
リュウキュウアマモ等の海草藻場にはミツデサボテングサ等も混在
し、局所的にヒメクワノミカニモリやフトコロガイ等の貝類が生息す
る。周辺ではサラサハゼ属等の泥質を好む魚類が生息する。

サンゴ類：なし
ベントス類：ヒメクワノミカニモリ、フトコロガ
イ、 フトユビシャコ
海藻草類： リュウキュウアマモ、 ミツデサボ
テングサ
魚類： サラサハゼ属、 フエフキダイ属の幼
魚、 タイワンマトイシモチ

類型 海域の概観 主に見られる生物

堆積指標

SPSS(kg/m3)

サンゴ場AA
1～10未満
(ランク3～4）

底質は、砂をかき混ぜると懸濁物質の舞い上がりが確認できる程
度。
生き生きとしたサンゴ礁生態系が見られ、樹枝状のミドリイシ属や
コモンサンゴ属の群落等がサンゴ場内に発達し、大規模群落を形
成することもある。サンゴ群落内の岩盤には清浄域を好むヒメジャ
コ、サボテングサ等が局所的に生息し、群落横の砂地にはサツマ
ビナ等の貝類が埋在する。また、周辺ではサンゴ類を利用するス
ズメダイ類やベラ類等の魚類が多く見られる他、色とりどりの魚類
が遊泳する。

サンゴ場A
10～30未満
(ランク5a)

底質は注意して見ると懸濁物質の存在がわかる。
生き生きとしたサンゴ礁生態系が見られ、サンゴ類を中心とした良
好な生態系が維持されている。樹枝状サンゴから塊状サンゴまで
多種のサンゴ類が生息し、周辺には清浄域を好むベントス類・海藻
類、およびサンゴ類を利用するスズメダイ類を中心とした魚類が遊
泳する。

サンゴ場B
30～50未満
(ランク5b）

底質の表面にホコリ状の懸濁物質がかぶさる。
透明度が悪くなり、サンゴ被度に影響が出始める。また、樹枝状サ
ンゴの出現割合が減少し、塊状サンゴの出現割合が増加し始め
る。サンゴ類を利用する魚類が減少し始め、カザリハゼ等の砂、砂
泥に住む魚類の出現が増加し始める。

サンゴ場C
50以上
(ランク6～8)

一見して赤土等の堆積がわかる。底質攪拌で赤土等が色濃く懸
濁。明らかに人為的な赤土等の流出による汚染があると判断。
樹枝状サンゴ類の群落はほとんど見られず、塊状のサンゴが大半
を占める。岩盤上にはキクメイシモドキ、ニワトリガキ、ヒメテングサ
等、砂泥上にはカニノテムシロ等が出現し、泥底にはタカノハハゼ
等の泥質依存のハゼ類が出現する。

類型 海域の概観 主に見られる生物

サンゴ類：ミドリイシ属(コユビミドリイシ、サン
カクミドリイシ等)、コモンサンゴ属(エダコモン
サンゴ、ノリコモンサンゴ等)
ベントス類： サツマビナ、スナギンチャク科、
ホンナガウニ、ヒメジャコ、ツマジロナガウニ
海藻草類： サボテングサ、ハイオオギ、ビロ
ウドガラガラ属、アミジグサ属
魚類：スズメダイ科の内、デバスズメダイ、ア
オバスズメダイ、ミツボシクロスズメダイ、ロ
クセンスズメダイ等
サンゴ上に生息する種群、 ノドグロベラ、ア
カオビベラ、スジベラ、 トカラベラ、カノコベラ

サンゴ類：キクメイシモドキ※
ベントス類：ニワトリガキ、 カニノテムシロ、
ケヤリムシ科、ウニシャコ科
海藻草類： ヒメテングサ、 コノハノリ科、 ア
オノリ属、アオサ属
魚類： ハナナガモチノウオ、 カザリハゼ、 ホ
シハゼ、タカノハハゼ、シノビハゼ属

堆積指標

SPSS(kg/m3)

干潟A
１～100未満
(ランク3～6)

底質の表面に懸濁物質がかぶさる。底質攪拌で赤土等が懸濁す
る。

SPSS値が100㎏/m３に近づくに従い、種の多様性は高くなる。干潟
の表面に甲殻類のミナミコメツキガニ、リュウキュウコメツキガニ、
ミナミスナガニ等が見られる。

ベントス類：ミナミコメツキガニ、リュウキュウ
コメツキガニ、 ミナミスナガニ

干潟B
100以上
(ランク6～8)

底質攪拌で赤土等が色濃く懸濁。
SPSS値が高くなるに従い、種の多様性は低下する。
干潟の表面に巻貝のウミニナ属が見られ、泥内にはミナミメナガオ
サガニが生息する。点在する岩には、ヒバリガイモドキ、マルアマオ
ブネ、シロスジフジツボ等が生息する。

ベントス類： シロスジフジツボ、ヒバリガイモ
ドキ、マルアマオブネ、ウミニナ属、 カノコガ
イ、ミナミメナガオサガニ

類型 海域の概観 主に見られる生物

表 4.2-2 赤土等に係る環境保全目標類型【海草藻場】 

表 4.2-3 赤土等に係る環境保全目標類型【干潟】 

表 4.2-1 赤土等に係る環境保全目標類型【サンゴ場】 
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図 4.2-1 重点監視海域における清浄域種の出現割合の変化(1) 
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図 4.2-2 重点監視海域における清浄域種の出現割合の変化(2) 
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  図 4.2-3監視海域における清浄域種の出現割合の変化(1) 
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図 4.2-4監視海域における清浄域種の出現割合の変化(2) 
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参考：類型に応じた場のイメージ 

 

１ サンゴ場 AA～A 

 

生き生きとしたサンゴ礁生態系が見られ、

樹枝状のミドリイシ属やコモンサンゴ属の

群落等がサンゴ場内に発達し、周辺ではサン

ゴ類を利用する魚類が多く見られる。 

 

 

３ 干潟 A 

 

底質の表面に懸濁物質がかぶさる。底質攪

拌で赤土等が懸濁する。干潟の表面に甲殻類

のミナミコメツキガニ、リュウキュウコメツ

キガニ、ミナミスナガニ等が見られる。 

 

 

 

 

 

２ 海草藻場 A 

 

透明度が高く清浄な海域だが、海草に捕捉

された懸濁物質が藻場内にとどまることも

ある。サンゴ類ではコモンサンゴ属（樹枝状）

等が海草とともに群落をなすことがある。 
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５ 総括 

 

陸域からの赤土等年間流出量は、基本計画基準年度の平成 23年度と比較して、27,400トン

（9.2％）減少していると推計された。農地からの流出量の減少が最も寄与しており、赤土等

流出防止対策のため、グリーンベルト植え付けやマルチング等の営農的対策、沈砂池の整備や

勾配修正等の土木的対策など、これまでの様々な取り組みの成果が認められた。しかしながら

推計された削減量は、基本計画での流出削減目標量の 93,200トンと比較して、その達成割合

は 29.4％にとどまり、基本計画中期の達成割合としては決して高いものではない。また依然と

して農地からの流出が、流出量全体の大部分を占めている現状に大きな変化はみられない（農

地からの流出量は全体の 84％）。 

海域における赤土等の堆積状況は、一部の海域において、「悪化」の評価となったものの、

多くは「改善」または「維持」と評価されたことから全体としては維持、改善傾向にある。ま

た、生物相からの評価も同様であった。堆積状況や生物生息状況は、陸域からの赤土等流出量

が劇的に変化しても瞬時に反応せず、ある程度の時間差を有しながら変化していくものと考え

られる。中間評価では、環境保全目標を達成した海域はごくわずかであるが、基本計画基準年

度の平成 23年度と比較しても陸域からの流出量は着実に減少しており、流出削減目標を達成

するためにも、陸域の流出防止対策を引き続き推進していく必要がある。 

 

今後、平成 33年度の基本計画後期までに環境保全目標を達成するため、以下の事項に取り

組む必要がある。 

（1）農地においては、計画された農地整備の着実な実施や営農的対策の更なる推進が求めら

れる。一方で、これまでも行われてきた排水路の維持管理（泥上げ）や沈砂池の機能改善（浚

渫）について、その流出対策効果は大きいと考えられるが、その効果を定量的には反映でき

ていない。これらを対策効果として取り入れられるよう検証が求められる。 

（2）開発事業については、沖縄県赤土等流出防止条例に基づき、定期パトロールの実施及び

指導の徹底を行う必要がある。 

（3）米軍基地においては、引き続き対策実施の要請を行う必要がある。 

 

本中間評価は、陸域及び海域のモニタリング成果により実施が可能となった。基本計画後期

にあたる平成 33年度において、適切な評価を実施していくためにも、継続的・計画的なモニ

タリングの重要性が再認識された。 


